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二
〇
一
九
年
十
二
月
四
日
、
中
村
哲
先
生
が
何

者
か
の
凶
弾
に
倒
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ザ
イ
ヌ
ッ

ラ
ー
さ
ん
と
護
衛
四
名
の
方
々
も
共
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。「
中
村
先
生
の
い
な
い
現
地
事
業
報
告

は
な
い
」
と
強
く
思
い
ま
す
が
、
先
生
の
志
を
胸

に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
地
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
多
く
の

ア
フ
ガ
ン
国
民
、
そ
れ
を
支
え
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
の
二
万
人
を
超
え
る
会
員
や
支
援
者
、
さ
ら
に

は
こ
の
事
件
を
機
に
中
村
先
生
の
存
在
を
知
っ
た

国
内
外
の
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
、「
中
村
先

生
の
事
業
は
全
て
継
続
し
、
希
望
は
引
き
継
ぐ
」

を
合
言
葉
に
今
日
ま
で
来
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
報
告
の
末
尾
に
中
村
先
生
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
現
地
赴
任
か
ら
三
五

年
が
経
ち
、
い
ま
だ
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。（
中
略
）
医
療
か

ら
始
ま
り
、
大
干
ば
つ
で
灌か

ん

漑が
い

・
農
業
に
力
を
注

ぎ
、
そ
し
て
今
、
温
暖
化
に
よ
る
沙
漠
化
と
対
峙

し
て
河
川
か
ら
の
取
水
技
術
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
追
い
か
け
続
け
て
き
た
も
の
は
変
わ
り
ま

せ
ん
」
と
。
で
は
、
先
生
は
何
を
追
い
か
け
続
け

て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

当
初
か
ら
「
一い

ち

隅ぐ
う

を
照
ら
す
」
と
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
難
病
や
貧
困
に
あ
え
ぐ
人
々
の
場

に
居
続
け
て
光
を
灯
し
、
人
々
の
命
と
生
活
を
支

援
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
目
の
前
に
困
っ
た
人
が

い
れ
ば
手
を
差
し
伸
べ
る
。
そ
れ
は
普
通
の
こ
と

で
す
」
と
い
う
行
動
力
と
思
索
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
揺
る
ぎ
な
い
羅
針
盤
で
す
。

　

中
村
先
生
が
一
九
八
四
年
の
現
地
赴
任
か
ら
追

い
か
け
続
け
て
き
た
も
の
、
そ
の
道
を
私
達
も
歩

み
ま
す
。　
　

２
０
１
９
年
度
の
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ

　

中
村
先
生
が
亡
く
な
っ
た
昨
年
十
二
月
初
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
広
が
り
始
め
ま

し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
再
出
発
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
の
影
響
を
強
く
受
け
て
き
ま
し
た
。
今
年
一
月

「自然から遊離するバベルの塔は倒れる。人も自然の一部である。それ
は人間内部にもあって生命の営みを律する厳然たる摂理であり、恵みで
ある。科学や経済、医学や農業、あらゆる人の営みが、自然と人、人
と人の和解を探る以外、我々が生き延びる道はないであろう。それがま
っとうな文明だと信じている」

―中村 哲（『天、共に在り』より）

自然と人、人と人の和解を

中
村
哲
医
師
が
歩
ん
だ
道
を
私
た
ち
も
歩
む

　
　

２
０
１
９
年
度
現
地
事
業
報
告

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長　

村
上 

優
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二
五
日
の
お
別
れ
の
会
は
五
千
人
を
超
え
る
人
々

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
中
国
で
は
猖し

ょ
う
け
つ獗を
き
わ
め
、
日
本
で
も
感

染
が
始
ま
っ
て
不
安
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
現

地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
日
本
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
が
事
件
後
イ

ン
ド
の
デ
リ
ー
で
初
め
て
会
合
し
た
二
月
一
〇
日

か
ら
一
五
日
を
境
に
、
イ
ン
ド
も
日
本
か
ら
の
渡

航
禁
止
措
置
を
取
り
ま
し
た
。
三
月
か
ら
の
日
本

は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
も
イ

ラ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
を
経
て
感
染
が
広
が
り
、
公

式
の
数
字
以
上
に
感
染
が
広
が
っ
て
、
カ
ブ
ー
ル

や
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
は
都
市
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
活
動
は
大
き

く
制
約
を
受
け
ま
し
た
が
、
中
村
先
生
の
築
か
れ

た
事
業
は
止
ま
る
こ
と
な
く
現
場
の
作
業
は
継
続

し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
一

波
は
過
ぎ
て
も
二
波
が
必
ず
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
地
域
で
の

状
況
を
注
意
深
く
判
断
し
て
、
ル
ー
ル
を
守
り
安

全
に
配
慮
し
て
事
業
の
前
進
を
図
る
こ
と
に
つ
き

ま
す
。

「
安
定
灌
漑
」
の
重
要
性
の
認
識

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
一
六
年
か
ら
三
年
連
続

し
て
少
雨
が
重
な
り
、
全
土
が
更
な
る
渇
水
と
干

ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
大
量
の
国
内
難
民
が
発
生
し
、

灌
漑
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
ク
ナ
ー
ル
河
で
の

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
実
績
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
ガ
ニ
大
統

領
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
灌
漑
方
式
を
称
賛
し
た
。
こ
れ
ま
で

戦
火
に
明
け
暮
れ
干
ば
つ
を
無
視
し
て
き
た
が
、

人
々
の
安
定
し
た
生
活
、
平
和
へ
の
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
で
心
掛
け
た
こ
と
と
し
て
中
村
先

生
は
以
下
を
挙あ

げ
て
い
る
。
⑴
な
る
べ
く
単
純
な

機
器
で
対
処
で
き
る
こ
と
、
⑵
多
大
な
コ
ス
ト
を

か
け
な
い
こ
と
、
⑶
あ
る
程
度
の
知
識
が
あ
れ
ば

地
域
の
誰
で
も
施
工
で
き
る
こ
と
、
⑷
手
近
な
素

材
を
使
い
、
地
域
に
な
い
も
の
を
で
き
る
だ
け
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
、
⑸
壊
れ
て
も
地
域
の
人
で
修

復
で
き
る
こ
と
、
⑹
水
は
ご
ま
か
せ
な
い
、
水
の

よ
う
に
正
直
で
あ
る
こ
と
。

　

地
球
温
暖
化
は
急
速
に
、
容
赦
な
く
、
大
干
ば

つ
だ
け
で
な
く
、
時
に
大
規
模
な
洪
水
も
引
き
起

こ
し
、
荒
々
し
い
気
候
変
動
と
な
っ
て
現
れ
る
。

す
で
に
起
き
て
い
る
地
球
温
暖
化
に
よ
る
危
険
を

背
負
っ
て
、「
安
定
灌
漑
」
を
全
域
に
普
及
す
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
。

　
年
度
事
業
の
あ
ら
ま
し

　

第
一
期
工
事
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

共
同
事
業
と
し
て
始
め
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
堰せ

き

建

設
は
、
後
半
の
第
二
期
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
独
自

の
事
業
と
し
て
年
内
の
完
工
を
目
指
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
下
流
域
で
は
住
民
に
よ
る
耕
地
回
復
、

新
開
地
が
急
速
に
拡
が
り
、
小
麦
や
ス
イ
カ
な
ど

の
初
収
穫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｏ(

国
連
食
糧
農
業
機
関)

と
の
関
連
事

業
の
ミ
ラ
ー
ン
訓
練
所
が
軌
道
に
乗
り
、
昨
年
は

二
四
〇
名
が
研
修
を
受
け
た
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ

堰
の
建
設
現
場
は
カ
マ
堰
と
共
に
、
生
き
た
教
材

と
し
て
研
修
生
た
ち
に
希
望
を
も
た
ら
し
た
。
干

ば
つ
が
進
行
す
る
な
か
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
事
業
で

は
取
水
技
術
が
確
立
し
、
普
及
事
業
に
向
け
大
き

な
歩
み
と
な
っ
た
。
現
行
及
び
今
後
の
堰
の
建
設

計
画
そ
の
も
の
が
普
及
事
業
と
も
な
る
。

1
．医
療
事
業

　

今
年
三
月
以
降
、
行
政
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
で
勤
務
体
制
に
つ
い
て
丁
寧
で
細
や
か
な
通

達
が
あ
り
、
灌
漑
、
農
業
事
業
に
携
わ
る
職
員
が

マルワリード取水門に立つ中村医師と村上医師（2004年4月19日）
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自
宅
待
機
を
要
請
さ
れ
る
な
か
、
医
療
事
業
は
通

常
通
り
で
あ
っ
た
。
地
域
で
重
き
を
な
し
て
き
た

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
は
、
診
療
を
待
つ
時
間

を
利
用
し
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
待
合
室
で
手
洗
い

指
導
や
マ
ス
ク
着
用
、
咳
を
す
る
時
の
指
導
等
が

根
気
強
く
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
度
の
診

療
内
容
は
表
１
の
通
り
。

２
．灌
漑
事
業

　

主
な
工
事
は
以
下
の
通
り
。

１
．
カ
チ
ャ
ラ
堰
流
域
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
）・
第
二
期
工
事

　

本
地
域
は
ミ
ラ
ー
ン
堰
対
岸
の
上
流
に
あ
り
、

四
年
間
の
工
期
で
二
〇
一
六
年
十
月
に
着
工
し
今

冬
の
竣
工
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
着
工
後
の

急
速
な
治
安
悪
化
に
よ
る
工
事
の
一
時
中
断
が
危

惧
さ
れ
、
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
大
量
帰
還
難

民
の
早
期
帰
農
を
促
す
た
め
、
流
域
へ
の
早
期
送

水
を
目
指
し
た
。
二
〇
一
八
年
夏
に
は
目
的
の
四

ヵ
村
へ
く
ま
な
く
水
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
農
地

が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
以
降
、
排
水
路
の
整
備（
排

水
路
１
＝
二
七
三
六
ｍ
が
終
了
し
、
現
在
、
排
水
路
4

＝
全
長
三
五
〇
〇
ｍ
を
造
設
中
）、
護
岸
工
事
、
交

通
路
の
整
備
、
植
樹
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
排
水

路
整
備
に
よ
り
給
水
と
排
水
を
分
離
し
た
事
で
湿

地
帯
が
農
地
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
今
年
度
カ
チ

ャ
ラ
村
で
は
第
4
分
水
門
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、

川
沿
い
に
長
く
広
が
る
カ
チ
ャ
ラ
堰
流
域
で
は
洪

水
対
策
＝
護
岸
工
事
が
重
要
で
、
基
礎
工
事
は
護

岸
線
の
最
終
地
点
ま
で
到
達
し
て
い
る
。
同
地
で

は
耕
作
地
が
急
速
に
拡
大
し
、
主
幹
水
路
か
ら
接

続
し
て
い
る
既
存
の
用
水
路
の
整
備
が
必
要
と
な

り
、
現
在
、
ベ
ラ
用
水
路
の
延
長
工
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

２
．
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
改
修
計
画

　

本
計
画
は
以
下
の
通
り
。

①
取
水
門
の
拡
張
と
堰
の
改
修
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

土
砂
吐
き
の
設
置
）

②
取
水
口
か
ら
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ま

で
の
約
一
三
㎞
の
用
水
路
床

面
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
覆
工
）

③
洪
水
の
通
過
部
（
涸
れ
川
）
の

改
修

④
用
水
路
土
手
の
か
さ
上
げ
他

　

二
〇
一
九
年
末
に
着
工
予
定

だ
っ
た
取
水
門
の
拡
張
と
堰
の
改

修
は
、
中
村
哲
医
師
の
逝
去
を
受

け
今
冬
へ
延
期
さ
れ
た
。
②
の
用

水
路
床
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
取
水
口
か
ら
一
・
五
㎞

ま
で
終
了
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
③
の
洪
水
の
通
過
部
（
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
を
横
切
る
洪
水
路
）
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。

バ
ル
カ
ン
レ
イ
村
を
通
過
す
る
用
水
路
Ｅ
区
（
三
・

四
㎞
地
点
）
の
洪
水
路
で
は
、
幅
一
五
ｍ
の
橋
を

三
〇
ｍ
以
上
に
拡
幅
す
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し

両
岸
の
住
民
か
ら
の
土
地
収
用
が
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
橋
の
両
端
を
一
・
五
ｍ
ず
つ
拡
張
し
一
八

ｍ
幅
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷
か
ら
の
洪
水

通
過
路
は
用
水
路
七
〇
〇
ｍ
地
点
に
あ
り
、
二
〇

一
一
年
に
一
四
ｍ
か
ら
三
六
ｍ
へ
拡
幅
さ
れ
良
く

表１　2019 年度 診療数及び検査件数 
国名 アフガニスタン

地域名 ナンガラハル州
施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 41,837 
【内訳】　　　一般 32,593 

ハンセン病 0 
てんかん 914 

結核 179 
マラリア 4,113 

外傷治療総数 4,038 
入院患者総数 　　　　　　　　　　　　―
検査総数 10,364 

【内訳】　血液一般 1,409 
尿 1,517 
便 2,173 

ハンセン病塗沫検査 0 
 抗酸性桿菌 169 

マラリア 4,085 
リーシュマニア 565 

その他 446 

新型コロナウイルスの影響で物価が高騰する中、PMS職員が健康で働
けることを第一と考え、PMS農場で今年収穫された小麦と蜂蜜は職員に
配給された（2020年6月10日）
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機
能
し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
周
辺
の
整
備
が
行

わ
れ
た
。

３
．
ガ
ンベ
リ
排
水
路
網
の
完
成
（
シ
ギ
分
岐
）

　

ガ
ン
ベ
リ
開
拓
は
湿
地
処
理
が
必
須
で
あ
り
排

水
路
網
の
完
備
が
急
が
れ
た
。
主
幹
排
水
路
工
事

（
一
・
七
㎞
）
は
二
〇
一
七
年
に
既
に
完
工
し
て
お

り
、
残
る
ガ
ン
ベ
リ
下
流
域
に
約
一
・
九
㎞
の
排

水
路
（
シ
ギ
分
岐
）
が
二
〇
一
九
年
に
着
工
さ
れ

た
。
周
辺
村
と
の
調
整
に
時
間

が
か
か
っ
て
本
格
的
な
着
工
が

遅
れ
、
更
に
現
場
は
砂
丘
が
連

続
し
見
通
し
が
き
か
な
い
土
地

で
、
か
つ
著
し
い
軟
弱
地
盤
が

多
い
難
工
事
だ
っ
た
が
、
予
定

通
り
昨
年
十
一
月
に
完
成
し
た
。

こ
れ
で
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

の
全
流
域
の
給
水
・
排
水
が
完

全
に
分
離
さ
れ
、
湿
地
や
湿
害

地
か
ら
の
回
復
、
耕
地
化
が
期

待
さ
れ
る
。

４
．
カ
マ
堰
改
修

　

二
〇
一
九
年
二
月
に
完
了
し

た
カ
マ
第
一
堰
で
は
昨
年
七
月

の
洪
水
で
右
岸
の
浸
食
、
激
流

が
下
る
対
岸
ベ
ス
ー
ド
側
か
ら

の
交
通
路
（
橋
）
と
砂
州
先
端

部
が
連
続
す
る
場
所
の
洗
掘
が

発
生
し
た
。
今
後
五
年
間
は
カ

マ
住
民
と
補
修
を
し
て
い
く
。

５
．
灌
漑
事
業
の
「
普
及
計
画
」

　

ミ
ラ
ー
ン
堰
の
施
設
を
中
心

に
二
〇
一
八
年
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
の
農
民
指
導
層
、
政
府
関

係
技
術
者
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
二
〇
一
九
年
は

タ
ハ
ー
ル
、
バ
グ
ラ
ン
州
な
ど
各
州
か
ら
の
研
修

生
が
参
加
し
、
現
場
で
の
実
地
訓
練
を
含
む
研
修

が
開
始
さ
れ
た
。
素
掘
り
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ラ

イ
ニ
ン
グ
し
か
習
わ
な
か
っ
た
技
官
た
ち
は
、
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
「
用
水
路
の
構
造
と
作
り
方
」
を
実
際
に

現
場
で
体
験
実
習
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。

３
．農
業
事
業・
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓

１
．
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ガ
ンベ
リ
農
場

　

二
〇
〇
九
年
、
用
水
路
の
最
終
地
点
の
ガ
ン
ベ
リ

沙
漠
に
横
断
水
路
を
開
通
し
、
同
時
に
沙
漠
に
農
場

を
拓
き
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
自
給
態
勢
を
整
え
た
。
一
六
年

二
月
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
協
約
、
開
墾
地
二
三
五
ha

を
Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
地
と
し
て
半
永
久
的
に
借
用
す
る
契
約

が
成
立
。
契
約
は
二
〇
年
毎
に
更
新
さ
れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

の
活
動
が
続
く
限
り
継
続
さ
れ
る
。
排
水
路
が
整
っ

た
現
在
、
安
心
し
て
開
墾
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

主
食
の
小
麦
や
水
稲
栽
培
を
は
じ
め
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
旬
の
野
菜
な
ど
多
種
の
栽
培
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
今
年
は
例
年
に
な
く
長
雨
で
小
麦
に
「
さ
び
病
」

が
発
生
し
昨
年
よ
り
収
穫
量
が
減
少
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
度
の
最
大
の
試
み
は
、
養
蜂
事
業

で
、
四
月
二
四
日
に
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
養
蜂
所
開

所
式
が
行
わ
れ
た
。
質
の
良
い
蜂
蜜
三
〇
〇
㎏
の

初
収
穫
が
あ
り
、
今
後
の
増
産
を
見
こ
し
て
巣
箱

を
更
に
増
や
し
た
。
今
年
は
ビ
エ
ラ
二
千
本
か
ら

の
集
蜜
も
期
待
さ
れ
、
将
来
の
主
要
な
出
荷
品
目

に
加
え
ら
れ
る
。

●❶●❷

●❸
●❹

●❼

●❺

●❻

●❽

●❾
●11

●10

ガンベリ沙漠 スランプール

ク

ベスード郡

カマ郡

カシコート
シェイワ郡

シギ
PMS ガンベリ農場

ナ
ー
ル
河

マルワリードⅠ用水路

マルワリードⅡ用水路

カ
ブ

ー
ル
河

ブディアライ
洪水路橋

❶ マルワリードⅠ
● PMS 建設の取水堰

❷ シェイワ
❸　カマⅠ
❹ カマⅡ
❺　ベスードⅠ（カシマバード）
❻ タプー
❼ カシコート
❽　ミラーン
❾　シギ
❿　マルワリードⅡ（カチャラ）
⓫　ゴレーク



6ペシャワール会報　No.1442020 年 8 月 5日

　

ま
た
、
移
植
後
二
～
五
年
を
経
た
柑か

ん

橘き
つ

類
二
万

五
千
本
の
手
入
れ
に
力
を
注
ぎ
、
農
業
事
業
の
責

任
者
が
日
本
で
剪せ

ん

定て
い

法
を
実
地
研
修
し
た
。
オ
レ

ン
ジ
や
リ
ン
ブ
ー
（
小
ぶ
り
の
レ
モ
ン
）
が
数
年
前

か
ら
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
．
畜
産

　

二
〇
一
四
年
に
子
牛
三
頭
、
乳
牛
二
頭
か
ら
始
ま

っ
た
畜
産
は
、
現
在
四
七
頭
に
な
っ
た
。
毎
日
原
乳

を
一
〇
〇
～
一
二
五
㎏
供
給
し
て
い
る
。
農
場
で
は

飼
育
場
も
広
く
牧
草
地
も
確
保
さ
れ
て
い
る
。

３
．
植
樹

　

一
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
植
樹
数
は
六
万
九

七
一
六
本
。
二
〇
年
三
月
ま
で
の
累
計
で
、
二
〇
〇

三
年
以
来
の
総
植
樹
数
は
一
〇
九
万
二
八
六
九
本

と
な
っ
た
。
用
水
路
や
護
岸
工
事
に
使
わ
れ
る
柳
、

ユ
ー
カ
リ
、
シ
ー
シ
ャ
ム
の
植
樹
が
圧
倒
的
に
多
い

が
、
他
に
は
柑
橘
類
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。
内
訳
は
表
２
の
通
り
。

　

農
業
事
業
で
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
農
業
経
営
に
向
け

て
穀
類
、
果
樹
、
養
蜂
、
畜
産
が
主
力
と
な
り
、
自

活
の
道
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

４
．現
地
と
の
交
流・
そ
の
他

　

邦
人
の
渡
航
が
難
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
か
ら
ジ
ア
副
院
長
一
行
を
日
本
へ
迎

え
交
流
の
機
会
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
一
八
年
に

引
き
続
き
九
月
に
ジ
ア
副
院
長
、
デ
ィ
ダ
ー
ル
技

師
、
フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
、
ア
ジ
ュ
マ
ル
農
業
技
師

が
来
日
し
交
流
を
深
め
た
。

　

フ
ァ
ヒ
ー
ム
技
師
は
測
量
や
作
図
研
修
も
兼
ね

て
の
来
日
で
あ
り
、
引
き
続
き
テ
ク
ノ
社
の
方
々

か
ら
指
導
を
頂
い
た
。
ア
ジ
ュ
マ
ル
技
師
は
徳
永

哲
也
氏
（
山
田
堰
土
地
改
良
区
前
理
事
長
）
の
尽
力

と
福
岡
県
農
業
試
験
場
の
協
力
で
、
柑
橘
類
の
剪

定
方
法
を
学
び
、
今
年
は
ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
剪
定

に
と
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
来
日
し
た
職
員
全
員
が

朝
倉
市
の
藤
井
養
蜂
場
で
二
年
目
の
講
習
を
受
け

る
事
が
出
来
た
。

表２　植樹総数（2003年3月から2020年3月まで）

種類 場所  2003～
07年 2008年 2009年  2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

（〜3月） 合計

ヤナギ 用水路の両岸、河川工事 116,050 55,380 97,380 60,750 73,315 23,650 37,073 18,400 39,650 14,700 30,250 51,750 61,780 19,850 699,978

クワ 用水路土手 7,000 2,750 8,578 4,430 140 292 0 0 0 0 0 0 0 0 23,190

オリーブ 用水路土手、オリーブ園 2,000 0 840 0 0 0 1,424 1,275 240 136 0 5 0 0 5,920

ユーカリ 砂防林、護岸樹林帯 2,500 1,000 11,478 39,584 22,350 28,196 7,150 7,500 2,611 500 4,659 2,010 2,610 6,905 139,053

ビエラ ガンベリ沙漠 0 300 600 1,165 165 2,083 175 75 0 0 0 0 0 0 4,563

ガズ 砂防林 0 15,100 71,300 14,356 9,887 22,317 3,573 780 265 0 0 0 2,000 0 139,578

シーシャム 護岸樹林帯 0 0 0 0 0 0 4,614 1,400 2,000 6,270 516 660 2,350 6,000 23,810

ポプラ ガンベリ沙漠 0 0 0 4,900 10,786 1,850 0 220 0 0 0 0 0 0 17,756

イトスギ モスク、学校､公園 0 0 0 60 195 300 0 0 0 110 0 200 130 193 1,188

果樹 ガンベリ果樹園 600 0 0 193 0 6,034 5,283 9,185 1,458 1,822 4,348 4,884 509 405 34,721

その他 0 0 0 132 190 412 144 50 26 0 1096 597 337 128 3,112

128,150 74,530 190,176 125,570 117,028 85,134 59,436 38,885 46,250 23,538 40,869 60,106 69,716 33,481 1,092,869

新ベラ用水路延長工事。気温が40度を超える中、50人ほどの作業員が懸命に働いて
いる（2020年7月2日）
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十
二
月
四
日
の
中
村
哲
医

師
の
訃
報
を
受
け
、
ジ
ア
副

院
長
と
デ
ィ
ダ
ー
ル
技
師
の

二
名
は
先
生
の
ご
遺
体
に
付

き
添
い
来
日
。
そ
の
前
に
Ｐ

Ｍ
Ｓ
の
各
事
業
の
主
な
メ
ン

バ
ー
一
二
名
が
意
志
を
確
認

し
あ
い
、
皆
が
一
致
し
運
営

委
員
会
（
現
ド
ク
タ
ー
・
ナ
カ

ム
ラ
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
）
を
結
成

し
て
い
た
。
今
年
二
月
に
ド

ク
タ
ー
・
ナ
カ
ム
ラ
コ
ミ
ッ

テ
ィ
ー
か
ら
ビ
ザ
取
得
が
間

に
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
八
名
と
、

中
村
医
師
の
後
を
引
き
継
い

だ
新
Ｐ
Ｍ
Ｓ
総
院
長
村
上
優

お
よ
び
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
メ
ン

バ
ー
が
イ
ン
ド
で
今
後
の
事

業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ

れ
ま
で
日
本
側
へ
現
地
の
実

情
を
伝
え
て
い
た
中
村
医
師

亡
き
あ
と
、
更
に
現
地
と
の

交
流
が
求
め
ら
れ
る
。

◎
そ
の
他

　

四
月
、
今
年
初
め
て
の
洪

水
が
発
生
し
た
。
直
前
の
二
、

三
月
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
造
っ
て
き

た
護
岸
線
は
じ
め
石
出
し
水

制
一
つ
一
つ
の
確
認
を
促
し

て
い
た
。
こ
れ
ま
で
中
村
医
師
が
現
場
の
技
師
や
運

転
手
と
常
時
行
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
数
ヵ
所
補
強

の
必
要
が
あ
っ
た
が
、
洪
水
前
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
自
宅
待
機

命
令
の
さ
な
か
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
Ｆ
Ｇ
地
区

で
用
水
路
床
面
が
陥
没
。
見
廻
り
体
制
が
行
き
届
い

て
お
り
発
見
者
か
ら
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
へ
連

絡
、
技
師
の
派
遣
、
重
機
や
燃
料
の
手
配
と
驚
く
ほ

ど
ス
ム
ー
ス
に
修
復
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
市
内
の
事
務
所
か
ら
現
場
へ
の
道
路
は
封

鎖
さ
れ
て
い
る
中
で
の
工
事
だ
っ
た
が
、
職
員
た
ち

に
よ
る
粘
り
強
い
行
政
へ
の
事
業
進
行
の
申
請
と

資
機
材
の
輸
送
の
工
夫
に
よ
り
難
局
を
乗
り
切
っ
た
。

皆
が
一
致
し
て
前
に
進
も
う
と
す
る
姿
勢
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

２
０
２
０
年
度
の
計
画

　

二
〇
一
九
年
度
の
連
続
で
あ
る
（
表
３
）。

　

①
カ
チ
ャ
ラ
堰
流
域
は
、
護
岸
八
・
五
㎞
の
建

設
を
八
・
九
㎞
に
延
長
、
排
水
路
の
整
備
を
続
行
、

ベ
ラ
用
水
路
延
長
工
事
、
②
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水

路
は
取
水
堰
と
取
水
門
の
改
修
、
用
水
路
床
面
の

再
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
③
ゴ
レ
ー
ク
地
区
及
び
シ
ギ
堰

周
辺
の
調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
取
水
設
備
の

普
及
の
た
め
の
研
修
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
体
制
が
整
う
の

を
待
ち
、
現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
事
業
で
あ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
完
成
後
に
、
実
地
研
修
が
再
開
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
ラ
グ
マ
ン
州
の
灌
漑
計
画
は

表３　堰の建設及び改修の経過と予定 施工・実施期間 維持管理期間

堰の名称 （場所） 用水路長（km） '03～'10 '11 '12 '13 '14 '15 '16 '17 '18 '19 '20

マルワリード堰 クナール州
ジャリババ 27 2020年砂吐

設置予定 堰造成 沈砂池
改修

主幹排水
路建設

取 水 門
改修

再ライニン
グ約1.5km

排水路
シギ分岐 堰改修

シェイワ堰 シェイワ郡カンレイ村 0.5 河道変遷 堰造成

カマ第一堰 カマ郡・上流域 0.35 安定 堰造成 堰改修
堰修復、
対 岸 護 岸
一部補修

カマ第二堰 カマ郡・下流域 1.05 安定 堰造成 堰改修

カシマバード堰 ベスード郡
カシマバード村 0.25 安定 堰造成

タプー堰 ベスード郡タプー 0.7 堰造成 廃止、ミラーン堰に統合

カシコート堰 シェイワ郡
カシコート村 2.5 マルワリード

と連続 堰造成
上流既存
堰、護 岸
一部補修

堰改修
予定

ミラーン堰 ベスード郡
ミラーン村 0.3 750ⅿ上流で

河道整備 堰造成 護岸
一部補修

シギ堰 シェイワ郡シギ村 0.35 河道変遷 堰造成 改修予定
カチャラ堰 シェイワ郡カチャラ村 5.5 安定 堰造成 全域送水 排水路網と植樹、護岸造成 完工予定

ゴレーク堰 シェイワ郡ゴレーク村 21年度建設予定 測量 測量、堰建
設予定

ミラーン訓練所
（FAO共同事業） 訓練所建設 PMS 方

式訓練
訓練・候補
地調査

候補地
調査

JICA共同事業

※2019年度から4年間のマルワリード堰改修計画は工事を延期、2020年度から再開。
※シギ、シェイワ堰については河道移動を観察、将来必要ならマルワリード堰流域に統合。
※カチャラ堰（マルワリードⅡ）は2016年10月から2018年9月までJICA共同事業。2018年10月からペシャワール会単独資金による事業。
※ミラーン付近河道整備：ミラーン堰河道の流れを安定させるため、河道固定堰の建設を検討。

カシコート堰カマ堰・カシマバード堰
ベスード護岸

共同調査・
ガイドライン作成ミラーン堰 カチャラ堰
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カ
ブ
ー
ル
河
の
汚
染
が
酷ひ

ど

い
た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
二
〇
年
継
続
態

勢
は
、
既
設
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
水
利
施
設
の
維
持
、
隣
接

地
域
へ
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
取
水
方
式
の
普
及
が
目
的
で
あ

り
、
将
来
を
見
据
え
、
今
年
採
用
し
た
若
年
層
の

技
師
二
名
の
訓
練
を
続
行
し
長
期
に
備
え
る
。

　

ガ
ン
ベ
リ
農
場
で
は
、
養
蜂
、
畜
産
事
業
が
拡

充
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
人
材
の
育
成
が
必
要
と
な

る
。
引
き
続
き
細
野
道
明
氏
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
）
の
指

導
を
頂
き
栽
培
計
画
の
見
直
し
等
を
進
め
る
。

　

医
療
事
業
は
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
一
帯
の
み
な
ら

ず
重
き
を
な
し
て
お
り
、
設
備
拡
充
の
必
要
性
が

出
て
き
て
い
る
。
他
事
業
と
同
様
に
人
材
育
成
が

今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

以
下
は
中
村
哲
医
師
が
昨
年
度
の
ま
と
め
と
し

て
書
い
た
文
章
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
時
に
自
身

の
赴
任
時
か
ら
現
事
業
ま
で
の
経
緯
を
簡
素
に
ま

と
め
、
三
五
年
間
を
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ

こ
に
再
度
掲
載
し
、
共
に
振
り
返
っ
て
み
た
い　

　

無
事
に
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
地
赴
任
か
ら

三
五
年
が
経
ち
、
い
ま
だ
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
不
思
議
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

正
確
に
は
一
九
八
四
年
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
赴
任
、

八
八
年
の
ソ
連
軍
撤
退
開
始
と
同
時
に
ア
フ
ガ
ン

東
部
の
山
岳
地
帯
へ
活
動
を
広
げ
、
二
〇
〇
〇
年

の
大
干
ば
つ
に
遭
遇
、
そ
の
惨
状
に
医
療
の
無
力

を
骨
身
に
覚
え
、
診
療
所
周
辺
の
村
落
救
済
に
奔

走
、
飲
料
水
確
保
で
井
戸
の
掘
削
、
次
い
で
灌
漑

に
よ
る
農
業
復
興
、
大
河
ク
ナ
ー
ル
か
ら
の
取
水
、

暴
れ
川
と
対
峙
す
る
う
ち
に
年
月
が
経
ち
、
気
づ

い
た
ら
お
爺
さ
ん

―
と
い
う
訳
で
す
。
こ
の
間
、

二
〇
〇
一
年
に
ア
フ
ガ
ン
空
爆
、
米
軍
の
進
駐
、

そ
し
て
撤
退
開
始
、
振
り
返
れ
ば
慌
た
だ
し
い
こ

と
で
す
。

　

日
本
で
も
バ
ブ
ル
と
や
ら
が
膨
ら
ん
で
は
消
え
、

失
わ
れ
た
二
〇
年
な
ど
と
言
い
、
右
往
左
往
す
る

う
ち
に
昭
和
→
平
成
→
令
和
と
時
代
が
か
わ
り
、

慌
た
だ
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
通
信
・
交

通
の
便
だ
け
、
悪
い
こ
と
も
沢
山
、
速
や
か
に
起

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
事
業
は
ま
る
で
こ
の
よ
う
な
世
相
を
無
視

す
る
よ
う
に
、
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
か
ら

始
ま
り
、
大
干
ば
つ
で
灌
漑
・
農
業
に
力
を
注
ぎ
、

そ
し
て
今
、
温
暖
化
に
よ
る
沙
漠
化
と
対
峙
し
て

河
川
か
ら
の
取
水
技
術
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
追
い
か
け
続
け
て
き
た
も
の
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
必
然
の
成
り
行
き
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

更
に
竿か

ん

頭と
う

一
歩
を
進
め
、
こ
の
事
業
の
恩
恵
を

拡
大
す
る
と
共
に
、
私
た
ち
の
軌
跡
が
人
々
を
励

ま
し
、
神
意
に
適
う
も
の
で
あ
る
事
を
祈
り
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
ご
関
心
と
ご
協
力

に
感
謝
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　

中
村　

哲

　

中
村
先
生
に
代
わ
っ
て
現
地
事
業
を
振
り
返
る

役
割
を
果
た
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
あ
ま
り

に
も
失
っ
た
人
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
状
況

を
み
る
炯け

い

眼が
ん

、
こ
の
地
域
か
ら
世
界
を
見
る
思
想
、

判
断
し
展
開
す
る
実
行
力
、
そ
し
て
そ
れ
を
伝
え

る
言
葉
の
力
。
皆
さ
ま
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
と
そ
れ

を
支
援
す
る
活
動
に
力
を
お
与
え
く
だ
さ
い
。　

 

今年も田植えの時期が来た。ここがかつて死の谷と呼ばれた沙漠だったとは……
（2020年7月7日）
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●2019年度事業額（支出ベース）
165,445,155円

  未使用切手、書き損じ葉書の寄付
寄付いただいた件数
　未使用切手枚数
　　　同　　金額
書き損じ葉書枚数
　　　同　　金額
　　合  計  金  額　
    ＊会報発送費用に活用しています。

一般会計（単位：円）
［収入の部］
１　会費・寄付
２　補助金等
３　利息雑収入
４　収益事業収入
５　基金より繰入
　　年度収入計
　　前年度繰越
　　収　 入 　計

収益事業会計  　
［収入の部］
　書籍売上
　ＤＶＤ売上
　雑収入
売上収入計
［経費の部］
　書籍等原価
　販売費
　事業所税等
経費合計
収益事業収入

455,720,598
0

4,211,510
3,593,178

0
463,525,286
52,094,677
515,619,963

　

11,257,455
3,711,392
763,348

15,732,195

10,297,522
709,595
1,131,900
12,139,017
3,593,178

123,742,606
18,534,561
90,455,541
3,961,534
9,099,169
1,691,801
14,620,690
27,081,859
165,445,155
300,000,000
50,174,808
515,619,963

④

⑤

期間　2019年4月～2020年3月

［支出の部］
１　現地協力費
　　　ＰＭＳ運営協力費
　　　アフガン事業費
　　　現地支援資材費、通信費
　　　渡航費
　　　国内活動費
２　広報費
３　事務局費
　　年度支出計
　　基金への繰入
　　次年度繰越
　　支 　出 　計　

740,000,000
300,000,000
1,040,000,000

「いのちの基金」残高  
期首残高
一般会計に繰入
期末残高

事務局費
27,081,859円（16.4%）

①
会
員・支
援
者
か
ら
の
会
費
、寄
付
金

　（
個
人
２
２
４
８
３
件
／
団
体
８
５
３
件
）

②
利
息
、前
期
分
費
用
の
入
金

③
収
益
事
業
会
計
か
ら

④
灌
漑
用
水
路
建
設
等
　

⑤
会
報
印
刷・送
料
等

788件
81,930枚

4,140,049円
25,717枚

1,277,111円
5,417,160円

現地協力費
123,742,606円（74.8%）

広報費
14,620,690円（8.8%）

2019年度の主な収支

①

②
③

相当

相当
相当

’19

監　査　報　告　書

2019年度ペシャワール会会計については適正に
会計処理がなされているものと認めます。

　　　2020年6月3日　ペシャワール会　監事

11,675.9

8,882.1
(76.1％)

19,539.1

16,944.2
(86.7％)

42,405.2

40,287.3
(95.0％)

0

万円

5,339.0

7,131.7

1987

519
38

1992

2,202
114

1997

2,968
221

個人件数
団体件数

4,994.1
（93.5％）

6,629.6
(93.0％)

2,000

4,000

6,000

8,000

29,462.4

27,358.4
(92.9％)

2001

59,478
689

27,037.9

24,907.0
(92.1％)

2002

21,167
1,730

22,802.4

20,482.0
(89.8％)

2003

18,079
1,275

事業額
現地協力費
（割合）

10,000

30,000

40,000

50,000

20,000

50,841.5

48,092.7
(94.6％)

15,119
953

2004

36,413.9

34,995.2
(96.1％)

18,449
932

2005

35,852.6

34,286.2
(95.6％)

19,027
903

2006

19,248
910

2007

46,701.6

45,121.6
(96.6％)

22,343
990

2008

1987～2019年度

25,418.3

22,702.4
(89.3％)

20,432
851

2009

34,308.6

30,876.1
(90.0％)

21,238
956

2010

18,301
719

2011

645.8.0

482.2
（74.7％）

17,987.8

14947.6
(84.0％)

18,639
702

2012

事業規模（会費・寄付件数、事業額）の推移

16,870.6

14,340.9
(85.0％)

17,489
657

2013

17,854
675

2014

24,682.1

21,503.4
(87.1％)

17,449
634

2015

10,500.7

81,107
(77.2％)

16,849
603

2016

21,654.8

19,420.7
(89.7％)

2017

16,744
587

2018

15,815
537

35,383.0

32,686.5
(92.4％)

年
度
会
計
報
告

16,544.5

12374.3
(74.8％)

22,483
853

2019
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事
業
を
再
開
、
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す

　

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
村

上
新
Ｐ
Ｍ
Ｓ
総
院
長
た
ち
と
協
議
す
る
た
め
、
今

年
二
月
十
日
、
イ
ン
ド
で
会
議
を
持
ち
ま
し
た
。

　

会
議
最
終
日
、「
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
学
校
」

の
生
徒
だ
っ
た
私
た
ち
は
、
中
村
先
生
は
物
理
的

に
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
先
生
の
想

い
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
の
中
に
今
も
生
き
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
の
や

り
方
を
踏
襲
し
、
先
生
の
願
い
を
実
現
し
て
行
く

と
約
束
し
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
参
加
者
一
同
、

手
を
重
ね
合
わ
せ
て
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の
や

り
方
に
誠
実
に
従
っ
て
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

会
議
を
終
え
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
帰
国
し
た

数
週
間
後
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
対
策
の
た
め
一
ヵ
月
間

の
都
市
封
鎖
を
行
う
と
発
表
し
ま
し
た
。
ベ
ス
ー

ド
の
橋
も
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
用
水
路
の

建
設
資
材
を
現
場
に
運
ぶ
こ
と
が
出
来
ず
、
私
た

ち
は
業
務
を
十
五
日
間
程
停
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
の
許
可
を
得
て
事
業

を
再
開
し
、
職
員
た
ち
は
現
在
ま
で
一
生
懸
命
に

仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
事
業
同

様
、
医
療
、
農
業
、
他
の
用
水
路
の
修
復
工
事
等

は
殆
ど
問
題
な
く
進
ん
で
い
ま
す
。

　
深
刻
な
物
資
不
足

　

ご
承
知
の
通
り
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
影
響
は
世

界
中
に
広
が
っ
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
既

に
治
安
や
経
済
問
題
で
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
、
大

変
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
国
と
の

国
境
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
た
め
、
医
薬
品
そ
の
他

様
々
な
物
資
が
不
足
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で
登
録
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
者
は
二
万
四
一
〇
二
人
、
う
ち
ナ

ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
感
染
者
数
は
一
二
四
六
人
、
死

者
は
二
九
人(

六
月
中
旬)
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
検
査
機
能
が

十
分
で
な
い
た
め
、
こ
の
数
字
は
正
確
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
し
た
検
査
施
設
が
あ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
数
字
は
も
っ
と
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
職
員
一
九

名
と
周
囲
の
多
く
の
患
者
を
診み

る
と
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
感
染
者
は
他
の
国
に
比
べ
て
重
症
化
の

リ
ス
ク
が
低
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
前
述
の
よ
う
な
理
由
、
即
ち
治
安
や
経
済

の
問
題
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

加
わ
っ
た
た
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
貧
し
い

人
々
は
更
に
貧
困
に
陥
り
、
食
べ
る
物
も
薬
も
な

く
、
病
気
に
な
っ
て
も
行
く
病
院
が
な
い
と
い
う

状
況
で
す
。

　

ア
フ
ガ
ン
東
部
の
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
、
ク
ナ
ー
ル
、

ラ
グ
マ
ン
、
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
の
四
州
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
の
検
査
が
で
き
る
ラ
ボ
は
一
ヵ
所
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
感
染
患
者
を
収
容
で
き
る
医
療
機
関

も
一
ヵ
所
の
み
で
、
し
か
も
そ
こ
に
は
酸
素
吸
入

器
ど
こ
ろ
か
消
毒
液
の
噴
霧
器
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ン
の
貧
し
い
人
々
は
幾
重

に
も
重
な
る
困
難
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
更
な
る
困
難
の
中
で

Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
／
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
所
長　

ジ
ア 

ウ
ル
ラ
フ
マ
ン

ロックダウンされ人通りもまばらなジャララバード市内

（
15
頁
に
つ
づ
く
）
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↑ダラエヌール診療所の外来患者の待合室でコロ
ナウイルス感染予防のため、手洗いなど衛生指導
をする医療スタッフ（2020年5月5日）
→コロナウイルス感染リスクの高い中、 診療所は
通常通り24時間体制で診療活動を続行している
（2020年5月5日）

マルワリード用水路E地区―洪水通過橋の拡幅工事。日中は35度を超える暑さの中、コロナウイルス感染対策のため、マスク
を着用しながらの作業となっている。ジャララバード事務所からはソーシャルディスタンスを保つように指示が出ている
（2020年6月15日）

【特集】コロナ禍のアフガニスタン

ハフィズラー医師

アブドゥラー助手

アーベット看護師
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池

H
2
遊
水
池

J
池

K
池

石
出
し
水
制
群

ガ
ン
ベリ
沙
漠

クナール河

ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ

スランプール

シェトラウ

シェイワ

シギ

国
道

シギ

クナール河

取
水
口

シ
ェ
イ
ワ
用
水
路
取
水
口

ガンベリ
　　自然洪水路
ガンベリ
　　自然洪水路

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠

　
　
　横
断
水
路

D
沈
砂
池

H
2
遊
水
池

用水路終点用水路終点
最終的な終点
2009年12月
最終的な終点

J
池

K
池

石
出
し
水
制
群

PMSガンベリ農場

国道

国
道

800m

700m750m

1,416m
2,411m

3,000m
1,430m

1,350m

2,200m

1,060m
900m

100m

800m

700m750m

1,416m
1,010
m

1,010
m

2,411m

3,000m
1,400
m

1,400
m

1,250
m

1,250
m

1,430m

1,350m
1,260m1,260m

2,200m
1,000
m

1,000
m

1,060m

2,800m2,800m

2009年8月2009年8月
2009年12月

900m

100m

用
水
路
に
よ
っ
て

灌
漑
さ
れ
る
地
域

マルワリード用水路

マルワリード用水路

マルワリード用水路全図
総延長：24.837km
灌漑面積：約3,000ha

ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷

ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷

バルカンデイバルカンデイ

ウ
ォ
レ
ス
ダ
ラ

ウ
ォ
レ
ス
ダ
ラ

地図は『天、共に在り』（中村哲著／NHK 出版）より転載し追記しています

◎
カ
ラ
ー
連
載　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
を
行
く
⑥

Ｈ
地
区

今回取り上げるＨ地区（4,776～7,187m）

🅗

干ばつで荒廃したスランプール平野。かつての村は一軒だけ家
を残し、土漠と化していた（2003年12月16日）

建設直後のマルワリード用水路と中村医師。水が来ると聞きつけて、
送水前から住民たちが田畑を耕し待っていた（2005年8月10日）

通水後14 年のスランプール平野。 緑が活気づき、 生活の営みが見てとれる （2019年7月3日）

マルワリード用水路

シェイワ

分水路
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2度の鉄砲水が流下した同池。マルワリード用水路には至る所
にこのような大きな池が造られ、集中豪雨から里を護っている
（2018年10月14日）

H地区用水路の住民による浚渫作業。用水路維持保全の継
続は建設以上の労力を要する。浚渫された泥土は貴重品で、有
機質を多量に含む。近傍に置けば、住民が喜んで持ち帰り、田
畑に入れる（2012年9月9日）

マルワリード用水路H2緩衝池。長さ180ｍ、幅30~80ｍ。写真右側には渓谷からの土石流を緩流化させるため、ユーカリの植
林を施している（2009年4月23日）

マルワリード用水路横の国道を移動する遊牧民（2010年4月27日）
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ガンベリ記念公園に建設中のドクターサーブ・ナカムラ記念塔。高さ約15ｍ。塔には中村医師の写真が据えられる予定
（2020年6月10日）

中村哲医師 、バラの咲き誇るガンベリ記念公園にて（2016年4月17日）

考
え
を
踏
襲
し
、
先
生
の
望
ん
で
お
ら
れ
た
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
誓
い
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況
下
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
は
一
生
懸
命
、
誠
意
を
も
っ
て

働
い
て
い
ま
す
。
職
員
の
う
ち
一
九
名
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
に
感
染
し
ま
し
た
が
、
神
の
ご
加
護
に
よ
り

全
員
回
復
し
、
現
在
は
仕
事
に
復
帰
し
て
い
ま
す
。

　
小
麦
と
蜂
蜜
の
配
給

　

こ
の
よ
う
な
苦
し
い
経
済
状
況
と
私
た
ち
の
健

康
状
態
を
考
慮
し
、
今
年
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ガ
ン
ベ
リ
農
場

で
収
穫
し
た
小
麦
と
蜂
蜜
を
職
員
に
配
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
一
〇
一
名
全
員
に
そ
れ

ぞ
れ
小
麦
五
一
八
キ
ロ
と
蜂
蜜
二
・
五
キ
ロ
を
配

り
、（
中
村
先
生
と
一
緒
に
）
亡
く
な
っ
た
ザ
イ
ヌ
ッ

ラ
ー
運
転
手
の
遺
族
に
も
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
の
よ
う
な
困
難
な
時
期
に
あ
る
私
た
ち
を
助
け

て
下
さ
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
対
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職

員
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
新
た
な
指
導
陣
そ
し
て
寛
大
な
る
支

援
者
の
皆
様
に
対
し
、
私
た
ち
は
「
ド
ク
タ
ー
サ

ー
ブ
中
村
学
校
」
の
卒
業
生
と
し
て
今
後
も
全
力

を
尽
く
し
て
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
の
や
り
方
を
、
お

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

「
緑
の
革
命
」
が
起
き
る
ま
で

　

私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
の
デ
ラ
ワ
ル 

ハ
ー
ン
で
す
。

イ
ス
ラ
ム
暦
一
三
五
八
年(

西
暦
一
九
七
九
年)

に

政
府
職
を
辞
し
、
イ
ス
ラ
ム
党
派
の
ム
ジ
ャ
ヒ
デ

ィ
ン
政
党
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
難
民
と
な

り
パ
キ
ス
タ
ン
に
移
住
し
ま
し
た
が
、
ム
ジ
ャ
ヒ

デ
ィ
ン
政
権
樹
立
（
ラ
バ
ニ
政
権
）
の
際
に
内
務
省

の
将ゼ
ネ

軍ラ
ル

に
任
命
さ
れ
、
そ
の
次
の
タ
リ
バ
ン
政
権

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン 

イ
ス
ラ
ム
首
長
国
」
が
陥
落

す
る
ま
で
、
そ
の
任
務
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
カ
ル
ザ
イ
政
権
で
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州

の
灌
漑
局
局
長
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
口
と
用
水
路
の
鍬く
わ

入
れ
式

の
時
（
二
〇
〇
三
年
）、
私
は
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中

村
か
ら
招
待
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
れ
ま
で
私
は
彼
と
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
場
の
式
典
会
場
に
行
く
と
、
ド
ク
タ
ー
中

村
は
地
域
の
長
老
た
ち
と
共
に
私
を
待
っ
て
い
ま

し
た
。
お
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、
彼

は
日
雇
い
労
働
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
作
業
服
を

着
て
い
ま
し
た
。
共
に
礎
石
を
据
え
た
後
、
ド
ク

タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
は
そ
れ
は
嬉
し
そ
う
に
着
工
式

を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時
、
ド
ク
タ
ー

中
村
は
本
当
に
こ
の
仕
事
に
特
別
な
愛
情
を
持
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

着
工
式
が
終
わ
っ
た
後
、
私
は
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ

中
村
が
灌
漑
事
業
を
開
始
す
る
時
に
正
式
な
手
続

き
を
取
り
た
い
の
だ
と
理
解
し
ま
し
た
の
で
、
式

典
か
ら
戻
っ
て
政
府
関
係
の
法
的
手
続
き
を
済
ま

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の
意
志
を

継
い
で
生
き
て
い
き
ま
す 　

　
　

　
　
　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
灌
漑
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

　
　
ハ
ッ
ジ 

デ
ラ
ワ
ル
ハ
ー
ン

考
え
を
踏
襲
し
、
先
生
の
望
ん
で
お
ら
れ
た
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
誓
い

ま
す
。
日
本
の
皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

2021年カレンダー

「人・水・命」（仮題）

制作・ペシャワール会／PMS

A3 判カラー
写真＋中村哲医師の言葉13点

（表紙込）
予価1500円（税・送料込）

２年ぶりにカレンダーを制作
します。アフガニスタンＰＭＳ
活動地の写真13枚に、中村
医師の珠玉の言葉を添えてお
ります。ぜひお買い求め下さい
（ご友人・知人へのプレゼント
発送も承ります）。
※予約は同封の申し込み用
紙で（代金は後払い。払込
用紙を同封します）。
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せ
、
そ
れ
を
以
っ
て
正
式
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
に
、

今
後
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
知
事
と
密
接
に
連
絡
を

と
る
必
要
性
と
事
業
の
報
告
を
灌
漑
省
に
提
出
す

る
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

当
時
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
河
川
か
ら
安
定

し
た
取
水
量
を
畑
に
引
く
灌
漑
事
業
と
し
て
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
初
め
て
の
事
業
で
し
た
。
最
初

に
灌
漑
省
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
は
見
積
書
や

設
計
図
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当
局
は
、

報
告
書
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
、
こ
れ
で
は
単

な
る
「
空
想
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
と
は
ね
つ

け
ま
し
た
。　

　

私
は
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
が
抱
い
て
い
る
貧

ジャララバード事務所で協議をするデラワルハーン氏（左）

し
い
ア
フ
ガ
ン
人
へ
の
深
い
愛
情
、
自
ら
の
事
は

か
え
り
み
ず
地
域
住
民
の
た
め
に
役
立
つ
事
業
を

進
め
よ
う
と
な
さ
っ
て
い
る
熱
意
を
十
分
理
解
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
当
局
は
納
得
せ
ず
、
私
は

何
度
も
首
都
カ
ブ
ー
ル
ま
で
足
を
運
び
、
こ
の
事

業
の
重
要
性
と
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の
持
つ
知

識
、
能
力
、
実
践
力
及
び
管
理
能
力
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
我
々
ア
フ
ガ
ン
人
に
何
よ

り
も
有
益
な
事
業
で
あ
る
こ
と
、
工
事
は
き
っ
と

成
功
裏
に
完
了
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の

費
用
対
効
果
を
も
た
ら
す
か
を
説
き
、
当
局
を
説

得
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
よ
う
や
く
灌
漑
省
は
本

事
業
に
関
心
を
持
ち
、
ド
ク
タ
ー
中
村
を
首
都
カ

ブ
ー
ル
に
招
聘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
経
緯
を
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
に
話
し
た
と
こ

ろ
、
彼
は
「
私
が
カ
ブ
ー
ル
に
行
き
た
く
な
い
と

言
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
灌
漑
局
長
を
ク
ビ
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
」
と
冗
談
を
言
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
灌
漑
省
の
指
示
に
応
じ
て
二
人
で
カ
ブ
ー
ル

に
行
き
ま
し
た
。
数
回
の
会
議
の
後
、
当
局
か
ら

の
認
可
が
お
り
る
と
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
は
と

て
も
嬉
し
そ
う
に
さ
れ
、
や
っ
と
安
心
し
た
と
私

に
感
謝
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
よ
う
や
く
神
の
御
慈
悲
に
よ
り
事
業
は
無

事
完
了
し
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
の
何
千
ジ
ェ
リ
ブ（
注
：

単
位
面
積
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
＝
五
ジ
ェ
リ
ブ
）
に
も
及
ぶ

開
墾
地
や
未
開
墾
地
に
ま
で
水
が
到
達
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
緑
の
革
命
」

が
起
き
て
、
水
路
が
土
地
を
潤
し
、
周
辺
地
域
に

住
む
何
千
世
帯
も
の
人
々
に
命
を
授
け
た
の
で
す
。

　

こ
の
後
、
シ
ェ
イ
ワ
、
シ
ギ
、
カ
シ
マ
バ
ー
ド
、

カ
マ
、
カ
シ
コ
ー
ト
、
べ
ス
ー
ド
、
ミ
ラ
ー
ン
の
取

水
口
や
護
岸
そ
し
て
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
Ⅱ
堰
工
事
へ

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
々
と
繋
が
っ
て
行
き
、
ナ

ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
景
色
を
変
え
て
行
っ
た
の
で
す
。

　
大
人
は
家
族
を
養
い
、
子
供
た
ち
は
学
ぶ

　

あ
る
時
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
は
私
に
ア
フ

ガ
ン
人
を
幸
せ
に
す
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
、
と
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
モ
ス
ク
と
イ
ス
ラ
ム
を
学
べ

る
学
校
で
し
ょ
う
と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
ド
ク

タ
ー
は
質
実
か
つ
現
地
の
慣
習
に
沿
っ
た
モ
ス
ク
と

イ
ス
ラ
ム
宗
教
学
校
（
マ
ド
ラ
サ
）
を
建
設
し
ま
し

た
。
ド
ク
タ
ー
中
村
は
皆
の
顔
に
笑
顔
を
、
人
々

に
平
和
を
も
た
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
は
、
大
人
は
安
心
し
て
家
族
を

養
い
、
子
供
た
ち
が
学
べ
る
こ
と
を
望
み
、
戦
争

を
憎
ん
で
い
た
の
で
す
。
彼
は
真
の
英
雄
で
す
。

　

ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
シ
ェ
ル
ザ
イ
知
事
は
ド
ク

タ
ー
サ
ー
ブ
を
自
分
の
肩
に
担
ぎ
、
カ
カ
・
ム
ラ

ー
（
注
：「
ナ
カ
ム
ラ
お
じ
さ
ん
」
カ
カ
＝
お
じ
さ
ん

の
意
）
の
名
を
授
け
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
中
村
は

お
返
し
に
知
事
を
自
分
の
肩
に
担
ご
う
と
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
皆
が
止
め
ま
し
た
。　

　

ま
た
あ
る
時
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
は
ガ
ン
ベ
リ
沙

漠
の
地
図
に
図
面
を
引
き
、
樹
林
帯
を
造
る
計
画

を
立
て
、「
こ
れ
で
シ
ギ
の
住
民
と
彼
ら
の
畑
を
砂

の
害
か
ら
守
り
た
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
一
体
そ
ん
な
こ
と
が
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
本
当
に
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出
来
る
の
か
と
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー

サ
ー
ブ
は
必
死
の
努
力
を
続
け
、
や
が
て
こ
の
灼

け
つ
く
沙
漠
を
緑
の
大
地
に
変
え
、
米
や
麦
、
野

菜
類
を
栽
培
す
る
農
園
や
果
樹
園
を
拓
き
、
更
に

多
く
の
人
が
憩
え
る
よ
う
に
と
庭
園
ま
で
造
り
ま

し
た
。
今
で
は
こ
こ
に
ア
フ
ガ
ン
全
域
か
ら
人
々

が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
な
い

　

イ
ス
ラ
ム
暦
一
三
九
一
年
（
西
暦
二
〇
一
二
年
）

に
、
私
は
も
う
政
府
の
仕
事
は
続
け
た
く
な
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
ド
ク
タ

ー
サ
ー
ブ
中
村
と
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ 
ジ
ア
の
ご
好

意
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
雇
用
し

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
よ
う
な

組
織
で
働
け
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
栄
誉

で
す
。

　

一
年
前
、
私
は
ガ
ン
ベ
リ
農
場
や
公
園
の
整
備
、

調
整
の
た
め
ガ
ン
ベ
リ
公
園
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
こ
こ
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
ド
ク

タ
ー
中
村
に
は
寛
大
な
心
と
愛
を
以も

っ
て
迎
え
て

頂
き
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ 

テ
ツ
中
村
は

心
優
し
い
現
場
主
義
者
で
あ
り
、
約
束
は
必
ず
守

る
聡
明
な
人
で
し
た
。
ま
た
自
分
の
仕
事
を
心
か

ら
愛
し
、
肉
体
労
働
も
全
く
厭い
と

わ
な
い
人
で
し
た
。

あ
る
時
は
イ
ー
ド
（
祭
日
）
を
間
近
に
控
え
た
重

要
な
時
期
に
合
わ
せ
て
工
事
を
完
成
さ
せ
、
水
路

へ
の
通
水
を
実
現
し
地
域
の
人
び
と
を
大
い
に
喜

ば
せ
ま
し
た
。
の
ち
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
名
誉

市
民
証
を
授
与
さ
れ
た
時
の
先
生
は
本
当
に
幸
せ

そ
う
で
し
た
。

　

治
安
情
勢
が
良
く
な
い
時
、
私
が
ド
ク
タ
ー
サ

ー
ブ
中
村
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
現
場
を

避
け
机
上
の
仕
事
を
す
る
な
ど
、
ど
こ
に
い
て
も

忙
し
く
働
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
ド

ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
は
私
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
人

間
、
誰
し
も
い
ず
れ
最
後
は
死
ぬ
も
の
で
す
」
と
。

確
か
に
そ
う
で
す
が
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の

よ
う
な
亡
く
な
り
方
は
誰
も
迎
え
る
べ
き
運
命
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
皆
が
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ

中
村
の
死
を
心
か
ら
悼
ん
で
い
ま
す
。
殊
に
先
生

の
も
と
で
働
い
て
い
た
職
員
や
、
先
生
と
間
近
に

接
し
て
来
た
者
た
ち
は
、
自
ら
も
ア
フ
ガ
ン
人
の

よ
う
に
皆
と
喜
び
と
悲
し
み
を
共
に
し
て
来
た
ド

ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
を
失
っ
て
悲
し
み
に
打
ち
ひ

し
が
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
ご
家
族
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ

ャ
パ
ン
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
）
事
務
局
の
皆
様
に
は

心
か
ら
の
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の
こ
と
が
皆
の
心
か
ら
忘

れ
去
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
は

真
の
英
雄
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

先
生
の
ご
意
志
を
継
い
で
生
き
て
参
り
ま
す
。　

　

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
。

　
カ
ブ
ー
ル
住
民
一
万
世
帯
に
食
糧
を

　

私
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
、
日
本
人
の

同
僚
と
共
に
人
道
援
助
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
こ
と
は
私
に
と
っ
て
心
温
ま
る
、
忘
れ
が

た
い
思
い
出
で
す
。
そ
こ
で
私
の
筆
は
拙つ
た
なく

無
力
で

す
が
、
そ
の
時
の
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
日
本
の
方
々
か
ら
何
百
回
と
人
道

援
助
を
頂
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
、
首

都
カ
ブ
ー
ル
や
各
地
で
米
軍
が
昼
夜
を
問
わ
ず
に

空
爆
を
行
な
っ
た
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
危
険
で
恐

ろ
し
か
っ
た
こ
の
時
期
に
実
施
し
た
食
糧
配
給
（
二

〇
〇
一
年
十
月
開
始
）
が
あ
り
ま
す
。
当
時
カ
ブ
ー

ル
に
繋
が
る
道
路
は
全
て
封
鎖
さ
れ
、
カ
ブ
ー
ル

の
住
民
は
年
寄
り
も
若
者
も
不
安
に
直
面
し
て
い

ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
干
ば
つ
で

忘
れ
が
た
い
思
い
出

―
空
爆
下
の
食
糧
配
給

　
　

　
　
　
　

元
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
用
水
路
建
設
担
当　

　
　

グ
ラ
ム 

サ
ヒ

中村医師とグラム サヒ氏
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最
初
か
ら
先
生
を
支
え
よ
う
と
決
め
て
い
た

　

中
村
哲
先
生
と
の
付
き
合
い
は
、
一
九
八
二
年

（
昭
和
五
七
年
）、
私
が
当
初
勤
務
し
て
い
た
小
倉

記
念
病
院
か
ら
福
岡
徳
洲
会
病
院
に
赴
任
し
て
以

来
の
こ
と
で
す
。

　

中
村
先
生
は
す
で
に
私
の
赴
任
前
、
福
岡
徳
洲

会
病
院
に
籍
を
置
い
て
い
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
赴
任
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
岡
山
の
邑お

久く

光
明
園
や
イ
ギ
リ
ス
・
リ
ヴ
ァ

プ
ー
ル
の
熱
帯
医
学
校
へ
研
修
に
出
向
い
た
り
し

て
、
準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
る
こ
ろ
で
し
た
。
現

地
に
赴
任
す
る
際
、
空
港
ま
で
見
送
り
に
行
き
ま

し
た
が
、
そ
の
と
き
尚
子
夫
人
は
、
ま
だ
小
さ
い

健
さ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
村
先
生
は
私
よ
り
一
〇
歳
も
若
い
の
で
す

が
、
当
時
か
ら
真
面
目
と
い
う
か
、
言
葉
遣
い
が

丁
寧
で
、
患
者
さ
ん
と
の
応
対
も
ま
た
丁
寧
で
し

た
。
現
地
で
は
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
の
基
本
的
な

医
療
用
具
す
ら
不
足
し
て
い
る
と
い
う
話
で
し
た

か
ら
、
ま
だ
使
え
る
も
の
を
か
き
集
め
て
寄
付
し

た
り
、
中
古
の
脳
波
計
を
探
し
て
現
地
に
送
っ
た

り
、
活
動
費
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
り
、
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
脳
外
科
が
専
門
、
片
や
中
村
先
生

は
神
経
内
科
ご
出
身
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
最

初
の
こ
ろ
は
先
生
が
帰
国
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ

わ
せ
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
さ
ん
の
た
め
の
気
管

切
開
の
や
り
方
な
ど
を
教
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
近
年
は
、
中
村
先
生
が
帰
国
す
る
機
会
を
見

計
ら
っ
て
、
先
生
の
健
康
診
断
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

確
か
一
九
九
二
年
の
こ
と
で
し
た
が
、
中
村
先

 s

中
村
哲
医
師
を
偲
ん
で

日
常
の
平
和
の
大
切
さ
を

　

行
動
で
示
さ
れ
た
中
村
先
生

　
　

　

元
福
岡
徳
洲
会
病
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
理
事　

　
　

佐
藤
耕
造

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

陥
落
前
夜
の
光
景
は
辛
く
て
嫌
な
記
憶
で
す
が
、

そ
れ
以
外
は
、
カ
ブ
ー
ル
の
あ
ち
こ
ち
で
市
民
が

私
た
ち
の
活
動
を
喜
ん
で
く
れ
て
、「
あ
な
た
達

は
誰
な
の
で
す
か
。
ど
こ
の
国
が
私
た
ち
に
援
助

を
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
時

に
「
こ
れ
は
心
あ
る
日
本
の
方
達
か
ら
の
支
援
で
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
支
援
団
体
と
そ
の
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
準
備
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
よ
」

と
答
え
た
こ
と
な
ど
、
忘
れ
が
た
い
嬉
し
い
思
い

出
ば
か
り
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

食
糧
が
不
足
し
、
た
と
え
お
金
が
あ
っ
て
も
食
べ

物
が
手
に
入
ら
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
作
物
を
育
て
た
く
て
も
水
不
足

で
不
可
能
、
動
き
回
る
こ
と
も
危
険
で
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
の
中
、「
人
の
道
を
知
る
真
の
人
の
子
」

で
あ
る
日
本
人
の
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
が
日
本

の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
本
部(
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会)

に
相
談
し
、

理
事
会
に
カ
ブ
ー
ル
住
民
へ
の
支
援
を
お
願
い
し

て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

　

慈
愛
深
き
Ｐ
Ｍ
Ｓ
本
部
は
会
員
の
方
々
や
日
本

の
国
民
に
こ
の
窮
状
を
説
明
し
、
カ
ブ
ー
ル
住
民

一
万
世
帯
に
食
糧
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

　
ど
こ
の
国
が
援
助
を
？

　

私
た
ち
は
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
中
村
の
指
示
に
従

い
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
カ
ブ
ー
ル
を
四

区
画
に
分
け
て
各
区
画
へ
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
計

画
に
従
い
、
ま
ず
一
日
目
は
調
査
を
し
て
各
世
帯
に

配
給
カ
ー
ド
を
手
渡
し
、
次
に
指
定
の
場
所
で
配

給
カ
ー
ド
と
引
き
換
え
に
小
麦
粉
二
〇
〇
㎏
、
植

物
油
一
六
㎏
を
配
給
。
最
終
日
に
は
各
グ
ル
ー
プ

が
活
動
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
臨
時
オ

フ
ィ
ス
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
翌

日
の
夜
に
ド
ク
タ
ー
ジ
ア
か
ら
別
の
地
域
で
の
食
糧

配
給
計
画
の
指
示
が
あ
る
、
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
は
タ
リ
バ
ン
政
権
が

陥
落
す
る
ま
で
カ
ブ
ー
ル
各
地
で
食
糧
配
給
作
業

を
続
け
ま
し
た
。
陥
落
前
夜
に
は
各
地
で
車
が
焼

か
れ
た
り
死
体
が
折
り
重
な
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
本
部
の
指
示
に
よ
り
配
給
作
業
を
中
止
し
、
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生
か
ら
「
一
度
来
ま
せ
ん
か
」
と
誘
い
を
受
け
、
宇

治
徳
洲
会
病
院
の
板
垣
徹
也
医
師
と
共
に
現
地
を

訪
問
し
ま
し
た
。
す
で
に
藤
田
看
護
師
（
現
Ｐ
Ｍ

Ｓ
支
援
室
長
）
も
働
い
て
い
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
資
金
を
工
面
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
ハ

ン
セ
ン
病
男
性
病
棟
を
建
設
し
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。
そ
の
後
、
中
村
先
生
は
最
初
の
派

遣
母
体
を
離
れ
て
、
経
済
的
に
も
苦
境
に
立
た
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
先
生
を
支
え

よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

　
用
水
路
ま
で
作
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
…

　

現
地
活
動
は
そ
の
後
、
向
こ
う
の
政
情
や
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
て
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

あ
る
時
期
は
山
岳
無
医
村
の
巡
回
診
療
を
し
な
が

ら
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
さ
ん
を
早
期
発
見
・
治
療

し
に
行
く
と
い
う
の
で
、
日
本
か
ら
ジ
ー
プ
を
送

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

る
と
、
今
度
は
干
ば
つ
が
進
む
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
の
水
源
確
保
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中
村
先

生
は
、
干
ば
つ
に
よ
る
飢
餓
状
態
で
運
ば
れ
て
き

た
子
ど
も
が
母
親
の
腕
の
中
で
冷
た
く
な
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
実
際
に
体
験
し
、
大
き
な
衝
撃

を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
先
生
は
あ
く
ま

で
医
者
で
す
か
ら
、
本
当
に
用
水
路
を
作
っ
て
農

地
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
夢
に
も

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
の
政
府
レ
ベ

ル
の
組
織
が
や
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
医
者
が
率
先

し
て
重
機
を
操
縦
す
る
の
で
す
か
ら
…
。

　

二
度
目
の
現
地
訪
問
は
二
〇
一
〇
年
。「
緑
の

大
地
計
画
」
が
進
み
、
村
が
甦
っ
た
シ
ェ
イ
ワ
地

区
に
完
成
し
た
モ
ス
ク
と
マ
ド
ラ
サ
の
譲
渡
式
が

開
か
れ
た
と
き
で
し
た
。
緑
が
復
活
し
た
現
地
を

実
際
に
見
る
と
、
や
は
り
感
動
し
ま
し
た
。
青
空

教
室
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
も
印
象
的
で
し
た
。

　

卑
近
な
た
と
え
で
す
が
、
私
は
全
国
に
開
設
し

た
（
徳
洲
会
の
）
新
病
院
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

携
わ
っ
た
経
験
も
あ
り
、
病
院
と
い
う
の
は
た
だ

建
物
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
ト
ッ
プ
の

考
え
方
や
理
念
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
祖
父
玉

井
金
五
郎
氏
な
ど
か
ら
の
影
響
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
中
村
先
生
は
い
つ
も
、
家
族
が
共
に
暮
ら

せ
て
三
度
の
飯
が
食
え
る
と
い
う
、
ご
く
日
常
の

平
和
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
医

者
は
病
気
を
治
す
だ
け
で
は
な
く
、
本
当
の
意
味

で
人
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
だ
、
と
も
。
先
生
は
、

現
地
の
長
老
会
に
粘
り
強
く
か
け
合
い
、
地
元
の

人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
一
緒
に
蛇じ
ゃ

籠か
ご

を
作
っ

た
り
、
植
林
を
す
る
と
い
う
活
動
を
通
し
て
、
実

際
に
豊
か
な
実
り
を
得
る
と
い
う
喜
び
を
、
目
に

見
え
る
形
で
実
践
し
、
現
地
と
日
本
の
人
々
に
示

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
書
き
損
じハガ
キ
（
官
製ハ

ガ
キ
・
年
賀ハガ
キ
）
を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
外
国
の

切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レ
ッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き
に
お

使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ
い
て
い

ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局
に
お
申
し

越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変
形
を
四
折
り

し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形
封
筒
に
入
る
カ
ラ
ー
版

で
す
。
な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
等
は
受
け
取
る

意
思
の
あ
る
方
へ
の
配
布
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
は
御
遠
慮
下
さ
い
）
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取
水
堰ぜ
き
へ
の
探
究
心

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
は
岩
山
に
沿
っ
た
高
台

に
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
で
も
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
望
め
る
場
所
で
、
用
水
路
沿
い
に
は
柳
・

ユ
ー
カ
リ
・
桑
が
植
栽
さ
れ
、
ま
さ
に
自
然
と
調

和
し
た
景
観
が
平
和
と
心
豊
か
な
雰
囲
気
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
の
ア
フ
ガ
ン
訪
問
時
に
流
域

の
河
川
状
況
を
毎
日
観
察
で
き
た
の
で
す
が
、
自

然
を
敬
愛
し
な
が
ら
「
緑
の
大
地
計
画
」
が
作
成

さ
れ
た
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。「
緑
の
大
地
計

画
」
の
成
功
は
、
自
然
と
同
居
す
る
思
想
を
根
底

に
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

一
七
九
〇
年
に
築
造
さ
れ
た
山
田
堰
も
、
一
九

九
八
年
の
練
り
石
に
全
面
改
修
さ
れ
る
ま
で
は
、

堰え
ん

堤て
い

損
傷
に
よ
り
た
び
た
び
大
・
中
・
小
の
補
修

工
事
が
な
さ
れ
、
今
日
の
山
田
堰
に
な
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
現
地
の
取
水
堰
も
、
毎
年
発
生
す

る
洪
水
に
よ
り
補
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
夏
、
中
村
先
生
が
山
田
堰
左
岸
に

三
日
間
通
わ
れ
た
こ
と
を
後
日
知
り
ま
し
た
。

　

山
田
堰
は
増
水
す
る
と
三
本
の
流
れ
が
川
の
中

央
で
激
突
し
、
お
互
い
の
流
速
を
減
速
す
る
微
妙

な
石い
し

張ば
り

堰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
村
先
生
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
取
水
堰
改
修
に
つ
い
て
思
考
す
る

た
め
、
山
田
堰
の
構
造
・
流
水
の
状
況
を
観
察
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
二
月
の
改
修
工
事
に
よ
っ
て
完
成

し
た
カ
マ
第
一
堰
の
取
水
口
に
立
ち
、
堰
を
眺
め

る
と
、
増
水
し
た
ク
ナ
ー
ル
河
の
取
水
堰
の
瀬
の

流
れ
、
洪
水
吐
き
水
流
と
土
砂
吐
き
水
流
が
川
の

中
央
で
合
流
し
、
お
互
い
の
水
勢
を
打
消
す
構
造

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
増
水
時
の
山

田
堰
と
酷
似
し
て
お
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
「
も

う
一
つ
の
山
田
堰
」
が
築
造
さ
れ
た
実
感
が
わ
き
、

目
頭
が
熱
く
な
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

カ
マ
堰
流
域
は
流
量
・
流
速
が
あ
る
た
め
、
諸

外
国
が
取
水
堰
を
建
設
す
る
も
全
て
失
敗
し
た
困

難
な
河
川
区
域
で
し
た
。
中
村
先
生
は
ク
ナ
ー
ル

河
の
特
性
を
貪
欲
な
ま
で
に
探
求
、
カ
マ
堰
開
通

か
ら
七
年
後
の
二
〇
一
八
年
十
月
か
ら
全
面
改
修
、

二
〇
一
九
年
二
月
、
ク
ナ
ー
ル
河
に
「
傾
斜
堰
床

式
石
積
み
堰
」
の
中
村
方
式
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
）
の
取

水
堰
が
見
事
完
成
し
た
の
で
す
。

　

山
田
堰
を
左
岸
か
ら
観
察
す
る
と
、
南
舟
通
し

と
中
舟
通
し
と
の
堰
縁
の
石
積
み
が
、
こ
ん
も
り

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
流
体
浮
力
」
の

原
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
、
こ
の
構
造

は
下
流
堰
堤
の
衝
撃
を
和
ら
げ
る
効
果
が
あ
る
と

の
こ
と
、
ま
さ
に
飛
行
機
の
翼
の
よ
う
な
形
状
に

な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
に
も
ご
覧
に
な
っ

朝
倉
市
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

懸
け
橋
・
中
村
哲
医
師 （
下
）

　
　山

田
堰
土
地
改
良
区
前
理
事
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
理
事　

　
　

徳
永
哲
也

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
命
の
水
を
あ
り
が
と
う

　

昨
年
十
二
月
四
日
に
中
村
先
生
が
銃
撃
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
・
Ｐ

Ｍ
Ｓ
に
と
っ
て
衝
撃
で
あ
り
断
腸
の
思
い
で
す
。

村
上
会
長
が
い
ち
早
く
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
、
中

村
医
師
の
意
志
を
継
ぐ
べ
く
従
来
ど
お
り
支
援
を

行
う
と
力
強
く
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
中
村
先
生
の
志
を
受
け
継

ぐ
活
動
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
村
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

堀
川
用
水
路
沿
い
に
あ
る
大
福
小
学
校
で
は
、

昨
年
十
二
月
五
日
、
中
村
先
生
を
偲
ぶ
全
校
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
三
年
・
二
四
年
に

作
ら
れ
た
歌
詞
に
、
今
年
二
月
、
中
村
先
生
を
偲

ん
で
三
番
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
紹
介
し
ま

す
。

　

命
の
水
を
あ
り
が
と
う　

　
　
　
作
曲　

大
福
小
学
校　

平
成
二
三
年
度
四
年
生

１
．
古
賀
百ひ

ゃ
っ
こ
う

工
さ
ん
を　

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　

こ
の
朝
倉
を　

米
ど
こ
ろ
に
し
て
く
れ
た

　
　

た
く
さ
ん
の
知
恵
と　

た
く
さ
ん
の
努
力
で

　
　

山
田
堰
と
堀
川
を　

み
ん
な
で
つ
く
り

　
　

命
の
水
を　

あ
り
が
と
う

　
　

今
は
世
界
の　

山
田
堰

　
　

郷
土
の
誇
り　

あ
り
が
と
う



21 2020 年 8 月 5日ペシャワール会報　No.144

　
山
岳
地
帯
に
診
療
所
を　

　

私
が
赴
任
す
る
数
年
前
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

が
ひ
ど
い
戦
乱
に
襲
わ
れ
ま
す
。
一
九
七
九
年
、
当

時
世
界
最
強
の
陸
軍
と
言
わ
れ
た
ソ
連
軍
の
精
鋭

部
隊
九
万
人
が
大
挙
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵

攻
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

な
ん
と
九
年
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
内
乱
の
巷
ち
ま
た

に
お
か
れ
ま
し
た
。
一
部
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と

二
〇
〇
万
の
人
々
が
死
亡
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
六

〇
〇
万
の
人
々
が
難
民
と
な
っ
て
イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
の
国
外
に
逃
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
は
医
療
の
立
場
か
ら
、
こ
の
ア

フ
ガ
ン
問
題
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

初
め
は
ほ
そ
ぼ
そ
と
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
治
療

を
し
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
私
た
ち

は
方
針
の
大
転
換
を
い
た
し
ま
し
た
。
と
い
う
の

は
、
当
時
農
村
に
は
医
療
設
備
と
言
わ
れ
る
も
の

は
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
患
者
は
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
山
の
中
か
ら
や
っ
て
く
る
人
々
で
あ
り
ま

【
中
村
哲
医
師
講
演
】

沙
漠
を
緑
に　
川
崎
市
で
の
講
演
か
ら
②

二
〇
一
九
年
九
月
九
日
、川
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

主
催
：
か
わ
さ
き
国
際
交
流
民
間
団
体
協
議
会
／
川
崎
市
国
際
交
流
協
会

し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
だ
け
で
は
な
く
て
、
他
の
感

染
症
、
伝
染
病
で
す
ね
、
そ
れ
が
多
か
っ
た
。
腸

チ
フ
ス
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
…
…
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
の
患
者
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

感
染
症
の
巣そ
う

窟く
つ

と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
だ
け
を
診

る
診
療
所
は
絶
対
に
成
り
立
た
な
い
。
一
つ
に
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
治
療
も
あ
ま
り
な
い
代
わ

り
に
偏
見
も
少
な
い
と
こ
ろ
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
と
ば

か
り
言
い
ま
す
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
っ
て
何
で
す
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て
差
別
を
作
り

出
し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
状
態
を
憂
慮
し
ま

し
て
、
方
針
を
立
て
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
山
岳
地
帯
に
は
い
ろ
ん
な
伝
染
病
が
あ
り
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
患
者
も
多
い
。
ソ
連
撤
退
後
の
内
戦

が
下
火
に
な
っ
た
暁
あ
か
つ
きに
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
で

き
る
だ
け
多
く
診
療
所
を
出
し
て
、
農
村
の
診
療

モ
デ
ル
を
作
る
。
そ
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
も
特
別
扱

い
せ
ず
、
い
ろ
ん
な
感
染
症
の
一
つ
と
し
て
診
て

い
く
と
い
う
方
針
を
立
て
て
、
人
々
と
の
付
き
合

い
を
始
め
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
（
写
真
１
）
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
最
も

高
い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
民
族
の
居
住
地
の
一

つ
で
、
標
高
が
三
千
メ
ー
ト
ル
以
上
、
当
時
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
か
ら
、
歩
い
た
り
ジ
ー
プ
に
乗
っ
た
り

し
て
一
週
間
か
か
り
ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
こ

れ
が
今
も
変
わ
ら
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村

地
帯
、
山
岳
地
帯
の
姿
で
あ
り
ま
す
。　

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
が
ご
覧

　
　

こ
れ
か
ら　

僕
た
ち　

私
た
ち

　
　

大
事
に
守
っ
て　

い
き
ま
し
ょ
う

作
詞　

平
成
二
三
年
度
四
年
生

２
．
古
賀
百
工
さ
ん
の　

思
い
と
同
じ

　
　

み
ん
な
の
暮
ら
し　

豊
か
に
し
た
い
と
考
え
た

　
　

山
田
堰
の
知
恵
を　

ア
フ
ガ
ン
に
生
か
し

　
　

砂
漠
の
大
地
を　

緑
に
変
え
た

　
　

命
の
水
を　

あ
り
が
と
う

　
　

こ
れ
か
ら　

僕
た
ち　

私
た
ち

　
　

世
界
に
広
め
て　

い
き
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
作
詞　

平
成
二
四
年
度
四
年
生

３
．
中
村
哲
さ
ん
を　

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　

苦
し
む
人
た
ち
を　

見
捨
て
ず
命
を
か
け
た

　
　

医
師

　
　

診
療
所
や
医
者
よ
り
も　

一
本
の
用
水
路

　
　

ア
フ
ガ
ン
の
子
ど
も
の　

笑
顔
を
守
る

　
　

命
の
水
を
つ
く
り
出
し

　
　

今
も
あ
な
た
の　

そ
の
願
い

　
　

大
事
な
命　

守
る
こ
と

　
　

こ
れ
か
ら　

僕
た
ち　

私
た
ち

　
　

思
い
や
活
動　

受
け
継
ご
う

作
詞　

令
和
元
年
度
四
年
生
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に
な
る
映
像
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
例
外
と
も

い
え
る
首
都
カ
ブ
ー
ル
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
い
う
と
戦
争
の
取
材
が
多
い

で
す
か
ら
、
出
て
く
る
場
面
と
い
う
の
は
、
爆
破

事
件
の
現
場
で
あ
っ
た
り
、
戦
争
の
場
面
で
あ
っ

た
り
、
そ
ん
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
で
も
、
人
々

は
、
場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
、
何
百
年
も
昔
と
変
わ

ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
地
域
が
、
山

の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
当
時
、
内
戦

が
激
し
か
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
山
越
え
を
し
て

人
々
と
付
き
合
い
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
ソ
連

軍
が
撤
退
し
た
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
次
々
と
診

療
所
を
建
て
て
い
き
ま
し
た
。

　
世
紀
の
大
干
ば
つ

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
を
襲
っ
た
の
が
世
紀
の
大
干
ば
つ
で
す
。
忘

れ
も
し
な
い
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
、
診
療
所
の
周

り
か
ら
村
が
消
え
始
め
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

村
が
消
え
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

過
疎
化
だ
と
か
そ
う
い
う
話
を
聞
き
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。
つ
い
半
年
前
、
一

年
前
ま
で
緑
豊
か
で
あ
っ
た
一
つ
の
村
落
が
、
文

字
通
り
、
物
理
的
に
消
滅
す
る
わ
け
で
す
。
ほ
ん

と
に
、
ご
く
最
近
ま
で
、
こ
の
辺
は
た
し
か
村
だ

っ
た
が
な
ぁ
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
一
木
一
草
も
生

え
な
い
沙
漠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
起
こ
り
始
め
た
の
で
す
。

　

人
々
は
自
分
た
ち
の
村
を
捨
て
て
難
民
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
農
業
で
生
計
を
立
て
る
、
し
か
も

自
給
自
足
で
暮
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
水
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
飲
み
水
が
な

い
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
作
物
が
と
れ
な
い
、
食

べ
物
が
な
い
、
生
活
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に

次
々
と
家
族
が
栄
養
失
調
で
倒
れ
、
餓
死
す
る
と

い
う
事
態
で
す
。
食
＝
仕
事
を
求
め
て
家
族
を
引

き
連
れ
て
、
村
ご
と
難
民
化
し
て
い
く
。
こ
れ
が
、

診
療
所
の
周
り
で
起
き
始
め
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
五
月
に
な
り
ま
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
が
発
表
し
た
数
字
は
鬼
気
迫
る

も
の
で
し
た
。「
現
在
進
行
中
の
中
央
ア
ジ
ア
の

大
干
ば
つ
は
、
お
そ
ら
く
人
類
が
体
験
し
た
こ
と

が
な
い
よ
う
な
規
模
で
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
中

で
最
も
激
烈
な
被
災
を
受
け
つ
つ
あ
る
の
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
国
民
の
半
分
に
相
当
す
る
一
二

〇
〇
万
人
が
被
災
し
て
、
飢
餓
線
上
が
四
〇
〇
万
、

三
度
三
度
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
が
四
〇
〇
万
、

さ
ら
に
餓
死
線
上
、
ほ
お
っ
て
お
く
と
も
う
す
ぐ

死
に
ま
す
よ
と
い
う
人
が
一
〇
〇
万
人
」
と
い
う

警
告
を
出
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
つ
い
に
こ
の

大
事
な
時
に
国
際
救
援
は
現
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
（
写
真
２
）
は
、
も
と
も
と
は
豊
か
な
村
だ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
ほ
ん
と
に
消
滅
、
物
理

的
に
消
滅
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
当
時
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
の
は
、
子
ど
も
の
赤
痢
、
コ
レ
ラ
、
腸

写真１　アフガニスタンの山岳無医地区の一つ、ヌーリスタン山村

写真2　大干ばつの襲来により、緑豊かだった村落は一木一草も生
えない土漠へと姿を変えていった



23 2020 年 8 月 5日ペシャワール会報　No.144

管
感
染
症
で
し
た
。
主
な
犠
牲
者
は
子
ど
も
た
ち

で
し
た
。
子
ど
も
で
す
か
ら
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

の
で
、
臭
い
よ
う
な
水
ま
で
飲
む
。
そ
う
す
る
と

当
然
下
痢
だ
と
か
、
赤
痢
だ
と
か
に
か
か
り
ま
す
。

普
通
、
赤
痢
で
は
子
ど
も
を
死
な
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
と
き
は
次
々
と
子
ど
も

の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
食
べ
物
が
な
い
の
で
慢

性
の
栄
養
失
調
に
な
っ
て
い
て
抵
抗
力
が
落
ち
る
。

そ
の
た
め
に
簡
単
な
病
気
で
命
を
落
と
す
、
こ
れ

が
周
辺
で
起
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

中
に
は
何
日
も
歩
い
て
診
療
所
に
や
っ
て
く
る

若
い
お
母
さ
ん
た
ち
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
生

き
て
た
ど
り
着
く
の
は
良
い
ほ
う
で
、
た
ど
り
着

い
て
も
外
来
で
待
っ
て
い
る
う
ち
に
子
ど
も
が
冷

た
く
な
る
と
い
う
光
景
も
、
日
常
的
に
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

国
連
機
関
が
出
し
た
百
万
人
餓
死
寸
前
と
い
う
警

告
は
、
決
し
て
誇
張
さ
れ
た
数
字
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
思
い
ま
し
た
の
は
、
医
療
と
い
う
の

は
非
常
に
無
力
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
飢

え
や
渇
き
に
対
し
て
、
い
く
ら
薬
を
つ
ぎ
込
ん
で

も
治
ら
な
い
、
お
な
か
の
空
い
た
人
に
は
十
分
な

食
べ
物
、
の
ど
の
渇
い
た
人
に
は
十
分
な
清
潔
な

飲
み
水
、
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち

は
死
な
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
、
私
た

ち
は
少
し
ず
つ
水
の
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。
確
か
二
〇
〇
〇
年
の
六
月
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
診
療
所
の
周
り
の
涸
れ
井
戸

の
再
生
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
一
六
〇
〇
ヵ

所
で
清
潔
な
飲
料
水
を
確
保
し
、
と
に
も
か
く
に

も
後
に
は
数
十
万
の
人
々
が
村
を
離
れ
ず
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
な
る
大
き
な
仕
事
に
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
。（
続
く
）

＊表紙写真によせて＊
タルブザァ（スイカ）とひまわり

　まだ空が白んでくるかこないかという時刻に、少年は
父親のはずんだ大きな声で飛び起きた。寝ぼけ眼で夢の
続きを惜しむ暇もなく、スイカ畑に連れ出される。今日
は一族総出でスイカの収穫、出荷の一大イベントだ。一
族で村を形成することも珍しくない土地柄、村人総出と
いっても過言ではない。
　2010年、今まで見たこともない大洪水がベラ村の上流
のカチャラ村から流入し、６㎞にわたって土地を二分した。
高地のコーティ村やタラーン村までも洪水は押し寄せ、川
石や砂が大量に畑に積みあがっている。このまま畑を失う
と食べて行けない、難民になって隣の国に逃れるかと迷っ
たが、畑を元に戻そうと大人も子供も総出でかき出し作業
を始めた。しかしクナール河に近い方の土地には幾本もの
川道が残りたくさんの湿地ができた上に、毎年恐ろしい洪
水の通り道となり、次第に荒れ地になっていった。
　アッラー・アクバル！ 今年の夏、ベラ村のはずれ、こ
の地でまさかこのような日を迎えようとは誰が想像できた
だろうか！ トラックの荷台に満載される程のスイカの収
穫に、村人たちは皆感無量だ。満開のひまわりも一緒に
なってお祝いし、この喜ばしい日に文字通り花を添えて
くれている。ＰＭＳと一緒に日照りの中を働いた村人た
ちは、自分たちの苦労は一切語らず、口々に神と一人の
日本人に感謝を述べる。「ドクターサーブのおかげだ！」

「ドクターサーブ中村ありがとう！」
　彼らのこの謙虚さ、誠実さこそ中村医師の活動を支え
てきた一つの力の源だったのだ。村人たちは皆、太陽に
背を向けず真っすぐ正対するひまわりの凛とした立ち姿に、
どんな困難にも背を向けず正面切って立ち向かっていった
中村医師の姿を重ねずにはいられなかったのかもしれない。

ＰＭＳの動き
３月22日  アフガニスタン政府よりコ
ロナウイルス感染症対策が通達、
60歳以上の職員は自宅待機

　23日  FAOとのゴレーク堰建設に
ついての協議がコロナウイルスの
影響で中止

　28日  アフガニスタン政府の通達に
より、PMSはダラエヌール診療
所を除き勤務時間が8時～13時ま
でに短縮（３月末、首都カブール
封鎖）

４月２日  作業地からジャララバード市
内へ通じるベスード橋が突然封鎖

　29日  ナンガラハル州政府がPMSの

車両４台のベスード橋通行を許可
５月10日～21日  マルワリード用水路
ジャリババ渓谷からの洪水通過
橋周辺の整備

　23日～25日  1ヵ月間の断食を終え、
3日間のイード休暇

　30日～6月22日  マルワリード用水
路E地区洪水通過橋拡幅工事

６月２日  ガンベリ農場にて小麦と蜂
蜜の収穫

　４日  マルワリードⅡベラ用水路の
延長工事を開始

　10日  ガンベリ農場で収穫した小麦
と蜂蜜をPMS職員へ配給
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●
事
務
局
だ
よ
り

＊
七
月
初
旬
の
記
録
的
な
豪
雨
は
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
予
断
を
許
さ
な
い

折
、
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
一
日
も
早
い

復
旧
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

＊
二
〇
一
九
年
度
の
現
地
事
業
お
よ
び
会
計
報
告
を
お
届
け

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
以
降
、
新
し
く
ご
支
援
く
だ
さ

る
方
が
大
幅
に
増
え
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今

後
と
も
末
永
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
一
九
九
六
年
に
北
海
道
の
天
文
家
渡
辺
和
郎
さ
ん
た
ち
が

発
見
し
、「
１
９
３
１
４
」
の
確
定
番
号
が
つ
い
た
小
惑
星
に

「N
akam

uratetsu

」
の
名
が
冠
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
星
は
火

星
と
木
星
の
軌
道
に
あ
り
、
直
径
は
推
定
約
六
キ
ロ
、
残
念
な

が
ら
肉
眼
で
は
見
え
ま
せ
ん
（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。
発
見
者
の
渡
辺
さ
ん
は
「
星
の
名
前
は
未
来
永

劫
残
る
。
素
晴
ら
し
い
行
い
を
さ
れ
た
方
の
名
前
が
つ
き
、
発

見
者
冥
利
に
尽
き
る
」
と
、
こ
の
命
名
に
尽
力
さ
れ
た
支
援
団

体
「
ビ
エ
ラ
の
会
」
代
表
の
湊
典
子
さ
ん
は
「
中
村
先
生
自
ら
、

『
一
隅
を
照
ら
す
』
星
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
、
話
し
て

お
ら
れ
ま
す
。（
西
日
本
新
聞
六
月
二
八
日
に
拠
る
）

●
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
よ
り

＊
今
回
の
会
報
に
や
っ
と
グ
ラ
ム 

サ
ヒ
氏
の
原
稿
の
掲
載
が

叶
い
ま
し
た
。
氏
は
二
〇
〇
一
年
十
月
、
厳
し
い
冬
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
首
都
カ
ブ
ー
ル
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
食
糧
配
給
を
実
行

し
た
お
一
人
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
顕
在
化
し
た
干
ば
つ
被
災

地
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
首
都
に
行
け
ば
何
ら
か
の
仕
事
に
あ
り

つ
け
る
の
で
は
、
鉄
屑
や
紙
屑
な
ど
拾
え
る
の
で
は
、
と
国
内

避
難
民
が
集
中
し
て
い
た
時
期
で
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ

Ｓ
基
地
病
院
と
カ
ブ
ー
ル
と
は
配
給
や
職
員
た
ち
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
毎
日
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
配
給
の
途

中
で
空
爆
が
始
ま
り
ま
す
。
配
給
作
業
に
行
っ
た
職
員
か
ら

「
夜
に
な
る
と
空
爆
が
始
ま
る
。
建
物
も
揺
れ
窓
が
ガ
タ
ガ
タ

音
を
立
て
る
。
恐
ろ
し
い
…
」
と
胸
を
締
め
付
け
る
よ
う
な
連

絡
。
撤
収
に
向
け
て
の
協
議
を
し
た
時
、
グ
ラ
ム 

サ
ヒ
氏
が

「
こ
の
食
糧
は
食
べ
ら
れ
な
い
ア
フ
ガ
ン
の
人
々
に
配
給
す
る

よ
う
に
と
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ
が
日
本
に
戻
り
、
家
族
と
過
ご

す
時
間
も
な
い
位
日
本
中
を
駆
け
巡
り
支
援
を
呼
び
か
け
て
下

さ
っ
た
。
君
た
ち
は
引
揚
げ
て
良
い
。
私
は
一
人
残
っ
て
で
も

こ
れ
を
配
る
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
皆
が
残
り
配
給
を
続
け
る

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

氏
に
こ
の
時
の
事
を
書
い
て
欲
し
い
と
長
年
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
書
い
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
度

の
原
稿
を
読
ん
で
、
な
ぜ
書
き
た
く
な
か
っ
た
か
分
か
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
中
村
先
生
は
こ
の
食
糧
配
給
に
つ
い
て
「
私
一

人
が
や
っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
同
胞
を
想
う
ア

フ
ガ
ン
人
た
ち
自
身
が
頑
張
っ
た
の
で
す
」
と
講
演
会
で
い
つ

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
を
氏
に
お
伝
え
し
、
し
つ
こ
く
原

稿
依
頼
を
し
た
こ
と
を
許
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
橋
の
○ぺ
村
か
ら—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
——

—
—

♪

＊
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
命
と
一
生
を
捧
げ
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
地
で
中
村
先
生
を
銃
撃
に
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
九
九
九
年
に
豊
橋
で
最
初
の
講

演
を
し
て
頂
き
、
す
ぐ
に
支
援
す
る
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
に
は
豊
橋
の
桜
丘
中
学
校
で
講
演
会
が
あ
り
、
溢

れ
る
参
加
者
で
座
る
と
こ
ろ
が
無
く
、
壇
上
に
子
ど
も
た
ち
を

あ
げ
、
先
生
と
一
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
な
い
と
こ
ろ
で
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
豊
橋
に
は
何
回
も
来
て
下
さ
り
、
お
話
は
い
つ

も
命
の
大
切
さ
と
国
境
の
な
い
人
間
の
尊
厳
を
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
自
分
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
フ
ラ

ン
ス
人
と
思
わ
れ
て
い
る
ん
だ
と
、
笑
い
を
取
っ
て
い
た
の
か
、

本
心
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
忘
れ
ら
れ
な
い
一
言
で
す
。

　

先
生
！
体
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
先
生
は
ず
っ
と

働
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
困
っ
た
り
、
悩
ん

だ
り
し
た
時
に
先
生
に
問
う
か
ら
で
す
。
そ
の
度
に
先
生
は
返

事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
ら
か
に
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
ず
っ
と
永
遠
に
私
達

の
先
を
歩
き
道
し
る
べ
を
作
っ
て
下
さ
い
。  （
渡
辺
の
り
こ
）

会　
　
　

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
（
現
パ
ク
ト
ゥン
ク
ワ
州
）
な
ら
び
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
な
ど
を
支
援

し
、
必
要
な
広
報
・
募
金
活
動
と
と
も
に
ワ

ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇

円
の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら

創
意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動

を
行
う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て

活
動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任

し
、
会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会

計
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

〒
八
一
〇—

〇
〇
〇
三  

福
岡
市
中
央
区
春

吉
一
―
一
六
―
八  

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
天
神
南
六
〇
一

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二 

内
に
お

く
。

二
〇
二
〇
年
の
総
会
、
現
地
報
告
会
は

十
月
三
日（
土
曜
日
）に
開
催
予
定
で
す
。


